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神奈川県知事
　黒岩祐治様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NPO法人　神奈川県自然保護協会
　　　　　　　　　　　　　理事長　新堀豊彦
海域のモニタリング強化と水質基準についての要望
時下ますますご清祥の段お慶び申し上げます。
次の２件につきましてよろしくお取りはからいくださいますようお願いいたします。
１　深海生海産物の放射能汚染について
福島原発に起因する高レベルの放射性物質については、茶葉汚染が目下の問題になっていますが、福島県沿岸の深層、水深２５０ｍから１０００ｍの海流は相模湾にも流入しています。
　原発の影響で汚染された深海食用魚などはやがて相模湾にも出現する恐れがあります。
このためキンメダイのような深海食用魚類については、念のため早めに検査をはじめ、これを長期間続けると共に、汚染が発見された場合の対応について検討されることを要望いたします。
２　海域の水質の安全性について
牛や鶏、そしてユッケ食中毒と以前は見られなかった病原性ウィルス、バクテリアなどによる事件が発生しております。なぜこのような事態になったのか今のところ不明ですが、これから発生するおそれがある憂慮される食の安全性を脅かす問題として、下水処理施設から河川や海へ放流されている病原性ウィルスやバクテリアの問題があります。

水質汚濁防止法では公共用水域に排出される排出水に基準が設けられ、また環境省では公共用水域の要監視項目及び指針値が決められており、県においても海域の水質について毎年調査監視していることは承知しております。
しかし、海洋生物研究者によると、環境ホルモンの問題など解明が進んでいない要素があり、水産物の食の安全についての不安は払拭できません。
県におかれては水産技術センター等関係機関が連携し整合を図りつつ、県民が安心してその幸を享受できる海であるか検証を進め、国の基準改定への働きかけ、あるいは県独自の水質基準を設定するなどの検討されることを強く要望いたします。
